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町
制
60
周
年
記
念

 
森
の
国
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア

　

７
月
26
日
㈰
、
町
制
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
「
森
の
国
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
近
年
、
地
震
・
火
山
噴
火
・

異
常
気
象
等
の
大
規
模
災
害
が
全
国
的
に
発
生
し

て
い
る
中
、
各
種
展
示
・
体
験
等
を
通
じ
て
、
防

災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
災
害
に
対
す
る
備
え
の
充
実
強
化
を
目
指
す

と
と
も
に
、
防
災
関
係
機
関
の
活
動
状
況
を
紹
介

す
る
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
フ
ェ
ア
開
会
前
に
自
主
防
災
会
が
主

体
と
な
り
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
大
雨
に
よ
り
広
見
川
の
氾
濫
が
予
想
さ
れ
る

中
、
避
難
勧
告
の
発
令
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
避
難
す
る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
徒
歩
を
中
心
と
し
た
避
難
が
行

わ
れ
、
松
野
町
消
防
団
第
１
分
団
第
１
部
の
誘
導

の
も
と
、ス
ム
ー
ズ
に
避
難
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

開
会
行
事
で
は
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝

辞
・
紹
介
に
続
き
、
愛
媛
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
訓
練
の
た
め
、
豊
岡
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
着
陸

し
た
後
、松
野
町
消
防
団
に
よ
る
「
は
し
ご
操
法
」

の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
は
し
ご
操
法
」
で
は
、
ト
ビ
だ
け
で
は
し
ご

を
操
作
し
、
は
し
ご
上
で
は
様
々
な
技
や
町
制
60

周
年
を
記
念
す
る
垂
れ
幕
が
披
露
さ
れ
、
観
客
席

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
訓
練
で

は
、
目
黒
地
区
よ
り
傷
病
者
２
人
の
救
急
搬
送
の
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依
頼
を
受
け
た
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
と
航
空
隊
と
の
連
携
に
よ
り
、
南
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
か
ら
西
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
へ
の
傷
病
者
搬

送
、
鬼
北
消
防
署
へ
の
傷
病
者
の
引
継
ぎ
等
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。搬
送
後
は
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
見
学
会
が
開
催
さ

れ
、来
場
者
は
興
味
深
そ
う
に
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、

写
真
撮
影
を
行
っ
た
り
と
、
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
間
近
に
見
て
、触
れ
て
、

大
い
に
感
動
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

見
学
会
終
了
後
は
、
西
小
学
校
屋
上
に
取
り
残

さ
れ
た
２
人
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ま
で
吊
り
上
げ
救

助
す
る
ホ
イ
ス
ト
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
風
圧
を
感
じ
な
が
ら
、
実
際

に
救
助
活
動
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

航
空
隊
の
機
動
力
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
で
は
、
自
衛
隊
・
警
察
署
・
消
防
署
・

消
防
団
の
車
両
展
示
が
行
わ
れ
、
普
段
あ
ま
り
見

る
こ
と
が
な
い
車
両
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
森
の
国
ド
ー
ム
周
辺
で

は
、
松
野
町
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練

が
行
わ
れ
、
非
常
時
に
備
え
た
活
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
や
会
場
内
で
は
、
は
し
ご
車
・
地
震

体
験
車・煙
体
験
ハ
ウ
ス・応
急
手
当
訓
練
、消
防
署・

警
察
署
・
交
通
安
全
協
会
・
防
犯
協
会
・
防
災
士

連
絡
協
議
会
に
よ
る
活
動
紹
介
、
防
災
用
品
の
展

示
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
ブ
ー
ス
い
ず
れ
も
多

く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
特
に
防
災
士
連
絡
協
議
会

に
よ
る
防
災
ク
イ
ズ
大
会
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
防

災
に
関
す
る
知
識
を
学
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
有
事
に
備
え
て
各
種
訓

練
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
各
地
区
等
で
も
自
主

防
災
会
や
防
災
士
等
が
中
心
と
な
っ
て
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
大
災
害
か
ら
の

被
害
を
最
小
限
に
留
め
ら
れ
る
よ
う
町
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
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滑
床
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

８
月
１
日
㈯
か
ら
２
日
間
、
滑
床
渓
谷
で
１
泊
２
日
の

ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
「
滑
床
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
野
ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
が

滑
床
渓
谷
の
大
自
然
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
夏
の

イ
ベ
ン
ト
「
滑
床
ま
つ
り
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
10
組
43
人
の
参
加
者
が
２
日
間
の

冒
険
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
ま
ず
は
家
族
の
基
地
づ
く
り
で
あ
る
テ

ン
ト
設
営
教
室
を
皮
切
り
に
、
各
種
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

釣
り
教
室
で
は
、
ル
ア
ー
と
フ
ラ
イ
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
ル
ー
ル
な
ど
、
や
り
方
を
学

ん
だ
後
に
川
へ
出
か
け
ま
し
た
が
、
渓
谷
の
女
王
「
ア
マ

ゴ
」
は
な
か
な
か
手
強
く
、
子
ど
も
た
ち
は
釣
り
上
げ
る

難
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

夕
食
づ
く
り
を
行
う
料
理
教
室
で
は
、
鋳
鉄
製
の
ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
鶏
肉
料
理
と
ア
マ
ゴ
の
塩
焼
き
に

挑
戦
。
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
て
で
き
た
食
事
に
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
辺
り
が
暗
く
な
り
、
ラ
ン
タ
ン
の

明
か
り
の
中
で
「
夜
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
己
紹
介
や
初
日
の
感
想
発
表
、
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り

上
が
り
参
加
者
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
夜
、
楽
し
さ
の

あ
ま
り
テ
ン
ト
の
中
で
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
子
ど
も
た

ち
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

翌
日
は
目
玉
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
、川
遊
び
で
は
、

滑
床
ク
イ
ズ
大
会
や
ス
イ
カ
割
り
で
楽
し
み
、
水
し
ぶ
き

を
上
げ
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
は
、
大
は
し
ゃ
ぎ
。

　

午
後
は
、
最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ロ
ー
プ
木
登
り
が

行
わ
れ
、
す
ぐ
に
要
領
を
得
た
子
ど
も
た
ち
は
ス
ル
ス
ル

と
高
い
木
の
上
に
登
っ
て
見
晴
ら
し
の
良
さ
を
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
、
色
々
な
体
験
を
経
て

充
実
し
た
２
日
間
で
あ
っ
た
こ
と
や
次
回
も
参
加
し
た
い

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
滑
床
渓
谷
の
魅
力
を
十
分
に
堪
能

し
た
よ
う
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
で
は
、
今
後
も
滑
床
渓
谷
の
魅

力
を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
松
野
町
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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森の国松野町の地域資源を活かす手段！
それは、今注目のグリーンツーリズム！

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
な
に
？

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
緑
豊
か
な

農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
自
然
、
文

化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
〝
新
し
い
旅

の
カ
タ
チ
〞
で
す
。
ま
た
、
地
域
に
生
き
る

一
人
ひ
と
り
が
農
村
で
の
日
頃
の
生
活
を
楽

し
く
送
る
中
で
、
外
か
ら
の
お
客
を
温
か
く

迎
え
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
豊
か
に
輝
く
農

村
を
目
指
し
た
、
新
し
い
農
村
経
営
を
求
め

る
形
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
地
域
に
あ
る
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
訪
れ
る
側
で
あ
る
都
市
住
民
に
と
っ

て
は
、
農
山
漁
村
の
生
活
・
文
化
を
味
わ
い

理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
、
受
け
入

れ
る
側
の
農
村
住
民
に
と
っ
て
も
、
農
村
の

生
活
を
通
し
、
景
観
か
ら
産
業
ま
で
一
体
的

な
取
り
組
み
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
発
展
と
町
全
体
の
活
性
化
を
目
指

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
都
市
と
農
村

の
こ
び
る
こ
と
の
な
い
心
の
通
っ
た
対
等
な

交
流
を
通
じ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
共
生
の
道

を
探
す
こ
と
が
出
来
る
事
も
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

松
野
町
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
組
み
は
？

　

松
野
町
で
は
、
山
・
森
・
川
・
田
園
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
、「
田
植
え
」
や

「
稲
刈
り
」、「
川
漁
」、
国
立
公
園
の
大
自
然

を
堪
能
で
き
る
ご
存
じ
「
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
」

な
ど
の
「
農
山
村
体
験
」
や
、
農
林
漁
業
を

営
む
家
に
宿
泊
す
る
「
農
林
漁
家
民
泊
体

験
」
の
大
き
く
分
け
２
つ
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
豊
富
な

資
源
を
活
用
し
て
、
22
種
類
の
農
山
村
体

験
メ
ニ
ュ
ー
、
８
軒
の
農
林
漁
家
民
宿
が
開

業
さ
れ
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
な
ど
、
愛
媛
県
で
一
番
人
口
の
少

な
い
町
な
が
ら
、一
番
盛
ん
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
通
し
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
す
。
ち
な
み
に
、
平
成
26
年

度
の
農
山
村
体
験
者
の
受
け
入
れ
が
約
４
，

５
０
０
人
、
農
林
漁
家
民
宿
に
宿
泊
さ
れ
た

人
は
、
約
１
，
０
０
０
人
に
達
し
、
年
々
増

加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取

組
み
は
、
体
験
活
動
の
提
供
や
農
林
漁
家

民
宿
を
経
営
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
組
織
さ

れ
て
い
る
「
森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

ク
ラ
ブ
」
を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
興
味
の
あ
る
人

は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
！

　

森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
で

は
、
平
成
21
年
２
月
18
日
の
ク
ラ
ブ
設
立
以

来
、
学
習
会
や
先
進
地
視
察
な
ど
の
研
修

を
中
心
に
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
践
に
よ
り
積
み
上
げ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
農
林
漁
家
民
宿

を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
へ
の
開
業
支
援

や
、
農
山
村
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
新
規
開
発
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
や
、
私

は
こ
ん
な
事
が
出
来
る
、
こ
ん
な
技
術
が
あ

る
よ
と
い
う
人
は
、
是
非
と
も
ご
連
絡
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
一
緒
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し

て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ご
請
求
は
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ　
　

会
長　

橋　

本　

賢　
一

　

事
務
局　

松
野
町
役
場
森
の
国
創
生
課
内

　
　

☎
42
・
１
１
１
６

芋取れたよ!（農業体験）

今日の夜のご飯だぞ～（農業体験）虫にも興味津々（ネイチャーガイド）

石窯でクッキー作り体験

ハヤ触ったのはじめて！（川漁体験）

渓谷を体感！
（キャニオニング体験）
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桃
太
郎
交
通
茶
屋

７
10

　

７
月
10
日
㈮
、虹
の
森
公
園
周
辺
で
桃
太
郎
交
通
茶
屋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

松
野
駐
在
所
連
絡
協
議
会
と
交
通
安
全
協
会
松
丸
支
部
が
毎
年
共
同
で
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
松
野
町
の
特
産
品
で
あ
る
桃
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
り
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
桃
太
郎
や
犬
、
猿
に
扮
し
た
駐
在
所
連
絡
協
議
会
の
会
員
と
一
緒
に
松
丸
保

育
園
児
が
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
桃
や
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
に
ド
ラ
イ
バ
ー
は
笑
顔
で
答
え
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

松
野
町
で
は
、
交
通
茶
屋
当
日
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
数
が
１
，
４
４
６
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
県
内
の
交
通
死
亡
事
故
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
す
で
に
40
人
を
超
え
、
交

通
死
亡
事
故
抑
止
ア
ン
ダ
ー
50
を
掲
げ
て
い
る
愛
媛
県
で
は
、
更
な
る
交
通
安
全
の
呼
び

か
け
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
21
日
〜
30
日
の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
交

通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、１
人
ひ
と
り
が
事
故
防
止
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
、
全
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底
、
交
差
点
の
交
通
事
故
防

止
対
策
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
、

皆
さ
ん
で
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

吉
野
生
公
民
館
ド
ミ
ノ
に
挑
戦

７
20

　

７
月
20
日
㈪
、吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
「
記
録
づ
く
り
ド
ミ
ノ
倒
し
に
挑
戦
！
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
は
、
日
頃
交
流
の
少
な
い
鬼
北
町
の
小
学
校
と
ド
ミ
ノ
倒
し
の
活
動
を
通

し
て
、
互
い
に
交
流
を
深
め
、
感
動
・
達
成
感
・
想
像
力
・
強
調
性
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
鬼
北
町
の
日
吉
小
学
校
・

好
藤
小
学
校
・
泉
小
学
校
か
ら
児
童
・

保
護
者
・
先
生
ら
約
70
人
と
地
元
の
東

小
学
校
児
童
・
保
護
者
ら
約
30
人
が
参

加
し
約
２
万
個
の
ド
ミ
ノ
倒
し
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
ま
ず
、
各
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ「
の
ぶ
し
く
ん
」や「
み
き
ゃ
ん
」

そ
し
て
、「
き
ほ
く
ん
」
や
「
き
じ
の
す

け
」
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
組
み
立
て
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
完
成
間
際
で
ド

ミ
ノ
が
倒
れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
４
時
間
と
い

う
時
間
で
、
ド
ミ
ノ
が
組
み
立
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

全
員
が
ス
テ
ー
ジ
上
か
ら
見
守
る
中
、

み
ん
な
の
合
図
で
い
ざ
、
ス
タ
ー
ト
。

約
２
万
個
の
ド
ミ
ノ
が
倒
れ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
全
員

か
ら
、
大
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ド
ミ
ノ
は
途
中
で
止
ま
っ
た
り
し
ま

し
た
が
、
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
た
ち
は
、
次
回
の
挑
戦
を
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。



森 の国だより

第
１
回
近
代
三
種
大
会
in
松
野

８
２

　

８
月
２
日
㈰
、
松
野
西
小
学
校
で
四
国
初
と
な

る
、
第
１
回
近
代
三
種
大
会
in
松
野
が
日
本
近
代

五
種
協
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
近
代
三
種
競
技
は
、
ス
イ
ム
（
水
泳
）
と

コ
ン
バ
イ
ン
ド
（
射
撃
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
交
互
に

実
施
）
の
三
種
目
を
行
う
競
技
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
競
技
種
目
で
も
あ
る
近
代
五
種
競
技
へ
の
入

門
競
技
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
は
、
競
技
種
目
の
普
及
を
目
的
に
、

小
・
中
学
生
が
参
加
し
や
す
く
、
ま
た
、
競
技
を

気
軽
に
体
験
で
き
る
よ
う
、
通
常
よ
り
距
離
を
短

縮
し
た
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
青
空
の
下
、
町
内
か
ら
小
中
学
生
31
人
が

参
加
し
、
初
体
験
の
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
各
部
門
の
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
29
年
に
は
、愛
媛
県
内
で「
愛
顔（
え
が
お
）

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し
て
、
松
野
町
を
会
場
に

こ
の
近
代
三
種
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

松野町制60周年記念事業　今後の主な日程

「松野町敬老式」の開催
会場／コミュニティセンター

　９月11日㈮、松野町コミュニティセンターで松野町敬老式が行われることとなっております。
　今年は、町制60周年の年にあたり、事業内容を拡大して開催予定です。
　当日は、祝い年の方を対象にした式典を行った後、歌手の三船和子氏、上田たかゆき氏、そしてタレントのささ
ぐり演芸による慰安演芸会が行われます。
　慰安演芸会への参加は、回覧等にて周知することとしています。皆さんのご来場をお待ちしております。
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ユ
ー
ス
（
小
学
生
）
の
部　

女
子

　
　

１
位　

髙
橋
ひ
な
の　

5
：
08

　
　

２
位　

野
中　

春
華　

6
：
21

　
　

３
位　

石
倉　

咲
来　

6
：
59

ユ
ー
ス
（
小
学
生
）
の
部　

男
子

　
　

１
位　

中
村　

健
人　

4
：
16

　
　

２
位　

稲
田　

大
翔　

5
：
24

　
　

３
位　

倉
田　
　

蓮　

6
：
20

ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
）
の
部　

女
子

　
　

１
位　

有
馬　

智
香　

6
：
57

　
　

２
位　

有
馬　

智
穂　

7
：
49

　
　

３
位　

岡
本　

里
菜　

７
：
49

ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
）
の
部　

男
子

　
　

１
位　

竹
葉　
　

光　

6
：
26

　
　

２
位　

渡
辺　
　

翼　

6
：
36

　
　

３
位　

新
城　

圭
悟　

６
：
41

（
分
：
秒
）



○松野町にきてよかったことは
　すごく楽しくて明るい生徒さん、先生や松野の
コミュニティーの人々と出会えて、沢山の思い出
やつながりを作れたことです。

○松野町で学んだこと
　笑って、あまりストレスを感じない人生をenjoy
して、コミュニティーにいる一人ひとりとの関係を
大切にすることを学びました。それと松野弁です。

○松野町のみんなに一言
　この３年間は本当にお世話になりました。皆さ
んのお陰で色々な日本文化、人間関係、そして自
分の事をもっと学ぶことができました。松野のあ
たたかい、そして、面白いコミュニティーが大好
きです！また夏に松野町を訪ねたいと思っている
ので、その時もよろしくお願いいたします！

○メッセージ
　初めて松野町に来た時は不安でしたが、皆さん
のサポートで寂しさがなくなりました。松野町に
派遣されて恵まれていたと思っています。松野町
の皆様にご迷惑をおかけしたと思いますが、この
３年間は一生忘れない貴重な経験になりました。
　児童生徒さんへのメッセージがあります。
　この３年間、私と一緒に英語の授業をやってく
れてありがとう！ I miss everyone so much! 皆
と授業を行っていた時は人生で一番楽しくて、幸
せでした！皆は授業ですごく集中して、よく聞い

て、学んでいることが素晴らしいなと思っていま
す。教育というものは皆の人生を変える力があり
ます。授業で分からなかったことも質問して、な
ぜその答えになるかを先生に聞いて学ぶことが大
事です。私は高校の時、先生と一緒に放課後、一
つの数学の問題を２時間かけて学んだことが何回
もあります。それに対して笑って、悪口を言う人々
を気にしないでください。その時は、自分の目的
を思い出してください。自分の学び方や学ぶスピー
ドを誰とも比べないようにしてください。学ぶス
ピードはそれぞれ違います。自分の勉強を、良く
吸収できるスピードで、自分しかない特別な才能
を探して、それをあなたの人生で生かしてくださ
い。失敗をおびえないで、がいなポジティブ・勇気・
大きな心で何でもチャレンジしてください！色ん
な事が学べる友達に出会って、一緒にいて自分ら
しく成長できる友達を作ってください。
　アメリカからみんなをサポートしているよ！

ERIKO STRONACH
（ストロナック　エリコ）
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

近
道
も
い
つ
も
の
道
も
夏
薊

 

鬼
北
町　
　

中
尾　
　

正

《
虹
の
森
公
園
》

　

納
屋
隅
の
動
か
ぬ
バ
イ
ク
蚯
蚓
鳴
く

 

鬼
北
町　
　

中
尾　
　

正

　

こ
こ
が
か
の
不
器
男
の
家
か
梅
雨
明
け
る

 

京
都
府　
　

藤
野　

稚
彦

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

　

滑
床
の
渓
流
猛
る
梅
雨
晴
間

 

大
阪
府　
　

高
橋
阿
意
子

　

夏
霧
や
重
な
る
山
の
墨
絵
め
く

 

大
阪
府　
　

高
橋
阿
意
子

　

滑
床
や
梅
雨
の
合
間
の
道
し
る
べ

 

大
阪
府　
　

小
野　

英
子

歩
く
こ
と
日
課
と
決
め
て
合
歓
の
花 

伊
藤　
　

富
子

平
ら
か
な
青
田
の
向
か
う
一
輌
車 

岡
本　
　

京
子

濃
く
淡
く
棚
田
百
選
青
田
風 

金
谷　
　

重
子

梅
雨
明
や
ふ
る
回
転
の
洗
濯
機 

金
谷　
　

文
恵

往
診
に
医
師
の
急
げ
る
青
嵐 

谷　
　

き
よ
し

梅
雨
明
や
小
舟
行
き
交
ふ
淡お
う

海み

の
海み 

布　
　
　

康
江

四
方
の
山
雲
な
く
晴
れ
て
梅
雨
明
け
る 

ひ
の　

た
い
ら

長
梅
雨
に
老
い
て
な
く
な
る
思
考
力 

山
下　

ス
ミ
子

吉
野
句
会
　
七
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
七
月
投
句
分

葛
句
会
　
七
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

補
聴
器
を
は
ず
し
て
し
ま
う
蝉
時
雨 

 

赤
松　
　

午
子

お
隣
り
も
私
も
ひ
と
り
な
す
び
焼
く 

稲
谷　

キ
ミ
子

庇ひ
さ
し

借
る
旅
の
研と
ぎ

屋や

も
梅
雨
最
中 

上
田　

美
智
子

雨
上
り
裏
の
林
の
蝉
時
雨 

岡
本　
　

三
葉

巣
立
行
く
燕つ
ば
め

飛
び
交
う
別
れ
か
な 

竹
内　

サ
ダ
子

エリーさんからのメッセージ　 ～松野町での思い出～エリーさんからのメッセージ　 ～松野町での思い出～

お詫びと訂正
　８月号の葛句会と吉野句会の句が誤って入れ替わって表記されていました。正しくは、
葛句会（10句）、吉野句会（５句）となります。訂正の上、お詫び申し上げます。
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◎大会新記録　　（２）
○大会タイ記録（０）

小学校水泳競技大会記録
　７月18日㈯、鬼北町広見Ｂ＆Ｇ海洋センターで、北宇和郡
小学校水泳競技大会が開催され、松野町からは、３校52人が
参加しました。
　選手の皆さんは、日頃の練習成果を発揮し、自己ベストを
目指して頑張りました。
　大会結果は、以下のとおりです。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

　
お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
山
田
　
朝
男
　
　
84
歳

豊
　
岡
　
柳
本
　
ヒ
サ
　
　
89
歳

富
　
岡
　
三
好
　
正
臣
　
　
82
歳

蕨
　
生
　
加
藤
　
和
男
　
　
90
歳

奥
野
川
　
根
津
　
　
茂
　
　
89
歳

富
　
岡
　
毛
利
　
三
夫
　
　
93
歳

蕨
　
生
　
山
本
　
廣
江
　
　
79
歳

目
　
黒
　
毛
利
タ
カ
子
　
　
88
歳

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

髙
橋
　
洋
介 

松
野
町

柳
本
　
　
積 

松
野
町

山
田
ノ
ブ
子 

松
野
町

山
木
　
良
一 

松
野
町

三
好
　
哲
也 

松
野
町

山
本
　
勝
典 

松
野
町

根
津
　
　
敏 

宇
和
島
市

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　2,054世帯（＋26世帯）

総人口　4,211人 （＋21人）
男1,970人　女2,241人
（７月中の異動）

　　○出　生　２人　○死　亡　９人
　　○転　入　50人　○転　出　22人

平成27年７月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

種　目 １　　位 ２　　位 ３　　位 郡　記　録
氏　名 校　名 記　録 氏　名 校　名 記　録 氏　名 校　名 記　録 記　録 校　名 氏　名 年度

男　
　
　
　
　

子

 25ｍ自由形 井上　　空 近　永 15"0 清家　祥太 三　島 16"1 西川　春翔 泉  17"0 14"7 愛　治 兵頭　魁人 25
 50ｍ自由形 井上　　空 近　永 32"4 渡辺　生季 泉  33"6 井関　稀琉 愛　治  34"5 30"1 近　永 下田　　嶺 25
100ｍ自由形 近藤　浄士 近　永 1'13"9 井関　稀琉 愛　治 1'14"7 岡村　颯晟 近　永 1'22"5 1'04"3 近　永 下田　　嶺 25
 50ｍ平泳ぎ 岡野　裕斗 近　永  ◎ 41"6 竹村　将永 近　永  43"2 清家　祥太 三　島  49"5 42"3 好　藤 善家　　翼 26
100ｍ平泳ぎ 竹村　将永 近　永 1'31"2 岡野　裕斗 近　永 1'31"6 三好　侑一 近　永 1'42"2 1'29"1 近　永 横山　瑛志 26
 50ｍ背泳ぎ 藥師寺帝希 近　永  40"7 坂井　樹生 近　永  42"4 髙山　大和 近　永 44"8 35"7 好　藤 橋本　大樹 15

 75ｍ個人メドレー 渡辺　生季 泉 1'03"2 三好　侑一 近　永 1'08"2 坂井　樹生 近　永 1'09"8 57"8
近　永 石野　竜平 2
近　永 内田　祐亮 19

 25ｍバタフライ 中村　健人 松野東  18"8 大平　楓斗 近　永  19"6 清水　　陽 愛　治  20"5 15"0 愛　治 高田　英雄 21
 50ｍバタフライ 近藤　浄士 近　永 38"5 善家　天真 近　永  43"8 中村　健人 松野東  45"0 33"0 近　永 二宮龍之輔 25

150ｍメドレーリレー
近永小学校チーム 2'04"1
藥師寺帝希／竹村　将永／
岡野　裕斗

松野西小学校チーム 2'16"9
松本　拓実／松本　恵冴／
中山　　航

三島小学校チーム 2'23"3
森野　　諄／清家　祥太／
水谷　奏太

1'58"8 近永小学校チーム 26

200ｍリレー
近永小学校チーム 2'22"3
井上　　空／岡村　颯晟／
三好　侑一／近藤　浄士

泉小学校チーム 2'29"3
金子　風雅／兵頭　威伏／
西川　春翔／渡辺　生季

愛治小学校チーム 2'43"1
井関　稀琉／清水　　陽／
長坂　有真／植木　翔也

2'08"5 近永小学校チーム 25

女　
　
　
　
　

子

 25ｍ自由形 稲澤さくら 近　永  16"4 善福　彩奈 泉  17"9 善家　美衣 好　藤  18"0 14"7 好　藤 河添　千秋 24
 50ｍ自由形 堀江　美祐 泉  35"9 兵頭ひかる 愛　治  37"0 髙田　七海 泉  37"4 30"4 近　永 中田　　葵 24
100ｍ自由形 戎　　真花 松野西 ◎1'13"2 稲澤さくら 近　永 1'21"2 兵頭ひかる 愛　治 1'22"2 1'13"7 近　永 有馬　涼葉 26
 50ｍ平泳ぎ 岡田奈々帆 愛　治  47"2 高田　千聡 近　永  48"8 入江　美月 近　永  51"5 43"5 近　永 武田ひかり 21
100ｍ平泳ぎ 下田　天海 近　永 1'36"4 岡田奈々帆 愛　治 1'43"8 入江　美月 近　永 1'47"5 1'32"7 近　永 武田ひかり 21
 50ｍ背泳ぎ 下田　天海 近　永  37"6 髙田　愛鈴 近　永  41"5 髙橋ひなの 松野西  44"6 34"7 松野東 赤松　舞音 26
 75ｍ個人メドレー 髙田　愛鈴 近　永 1'08"9 髙橋ひなの 松野西 1'11"7 善福　彩奈 泉 1'12"7 57"1 松野東 赤松　舞音 26
 25ｍバタフライ 東　　歩希 松野東  19"0 堀江　美祐 泉  19"2 尾崎　風花 松野西  20"2 16"1 好　藤 河添　千秋 24
 50ｍバタフライ 戎　　真花 松野西  37"6 東　　歩希 松野東  42"4 新惠　聖菜 近　永  49"0 33"0 近　永 中田　　葵 24

150ｍメドレーリレー
近永小学校チーム 2'15"6
藤井　日向／高田　千聡／
都能　花梨

好藤小学校チーム 2'27"1
井關未彩季／善家　陽菜／
善家　美衣

三島小学校チーム 2'29"7
森野　　璃／松浦　　愛／
亀岡　千乃

1'58"4 近永小学校チーム 21

200ｍリレー
近永小学校チーム 2'27"1
稲澤さくら／高田　愛鈴／
村尾　陽央／下田　天海

松野西小学校チーム 2'34"2
戎　　真花／尾崎　風花／
西田　美彩／髙橋ひなの　

泉小学校チーム 2'37"3
竹本　彩恵／堀江　美祐／
善福　彩奈／髙田　七海

2'16"6 近永小学校チーム 24

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
岡
　
大
野
　
正
太

　
臣
　
叶
　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
千
尋

豊
　
岡
　
髙
田
　
智
昭

　
結
衣
子
　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
幸
子

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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Informationお し ら せ

農
業
者
年
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

現
在
の
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳

未
満
の
人
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど

の
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。
脱
退
も
自
由
で

す
。
脱
退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加
入
期

間
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
将
来
受
給
す
る
年
金
の
原
資
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
は
、
国
が
支
え
る
公
的
年
金
と
し

て
５
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

① 

自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
入
を
、
将

来
受
給
す
る
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
立
て
て
い

き
、
こ
の
年
金
原
資
の
額
に
応
じ
て
年
金
額
が
決

ま
る
確
定
拠
出
型
の
積
立
方
式
に
よ
る
少
子
高
齢

時
代
に
強
い
年
金
で
す
。

② 

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け
て
、

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
保
険

料
を
決
め
ら
れ
ま
す
。

③ 

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
・

受
給
者
が
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
死

亡
一
時
金
が
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④ 

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
つ

な
が
り
ま
す
。

⑤ 

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
人
、
保
険

料
納
付
期
間
が
20
年
以
上
見
込
ま
れ
る
人
な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
将
来
農
業
の
担
い
手

に
な
る
人
と
し
て
、
国
か
ら
月
額
最
高
１
万
円
の

保
険
料
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
準
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

１　

行
政
相
談

【
日　

時
】
９
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　

時
】
９
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　

時
】
９
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

県
立
図
書
館
図
書
の
遠
隔
地
返
却

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

遠
隔
地
に
居
住
す
る
人
が
、
県
立
図
書
館
に
来
館
し
て
個

人
で
借
り
た
図
書
を
、
お
近
く
の
市
町
の
図
書
館
等
の
窓
口

に
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
詳
し

く
は
、
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
、
県
立
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
図
書
館　

☎
０
８
９
・
９
４
１
・
１
４
４
１

U
RL　

http://w
w
w
.ehim

etosyokan.jp/contents/riyo/
enkakuti.htm

l

　

将
来
設
計
を
立
て
る
場
合
に
は
、
農
業

者
年
金
を
是
非
と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

農
業
者
年
金
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
通
貨（
紙
幣
）・証
券
な
ど
の
返
還
に
つ
い
て

　

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
の
引
揚
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
通

貨
や
証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ

る
人
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
返
還
の
申
出
は
、
本
人
ば
か
り
で
な
く
、
ご
家
族

高
度
専
門
職
・
継
続
雇
用
の
高
齢
者
に
関

す
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
に
つ
い
て

　

労
働
契
約
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
「
無

期
転
換
ル
ー
ル
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ル
ー
ル
は
、
有
期
労
働
契
約
の
濫
用
的
な
利
用
を
抑

制
し
、
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
同

一
の
使
用
者
と
の
有
期
労
働
契
約
が
「
５
年
」
を
超
え
て
繰

り
返
し
更
新
さ
れ
た
場
合
に
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、

無
期
労
働
契
約
に
転
換
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有

期
雇
用
労
働
者
等
の
能
力
の
維
持
向
上
や
活
用
を
通
じ
、
そ

の
能
力
の
有
効
な
発
揮
と
、
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

農業委員会だより（９月号）

の
人
で
も
可
能
で
す
。

※
昭
和
20
年
９
月
24
日
か
ら
昭
和
28
年
８
月
31
日
の
間
に
、

44
万
３
千
人
の
人
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
保
管
紙
幣
な
ど

の
返
還
率
は
、
39
・
５
％
（
平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
）
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
平
日　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

松
山
税
関
支
署
管
理
課　

☎
０
８
９
・
９
５
１
・
０
３
０
１

〒
７
９
１｜

８
０
５
８　

松
山
市
海
岸
通
２
４
２
６｜

５

松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所　

☎
22
・
１
２
５
４

〒
７
９
８｜

０
０
０
３　

宇
和
島
市
住
吉
町
３｜

１｜

３
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県
広
報
紙
「
愛
顔
の
え
ひ
め
」
が
ア

プ
リ
で
読
め
る
！

　

県
で
は
、
㈱
ホ
ー
プ
と
提
携
し
、
ア
プ
リ
「
ｉ
広
報
紙
」

で
広
報
紙
の
電
子
書
籍
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
お

住
ま
い
の
地
域
等
設
定
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
、「
愛
顔
の
え

ひ
め
」の
最
新
号
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

ア
プ
リ
内
に
表
示
さ
れ
る
広
告
と
、
愛
媛
県
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
広
報
広
聴
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
１

　

※ 

「
ｉ
広
報
紙
」
の
利
用
や
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
㈱
ホ
ー
プ
（
０
９
２
・
７

１
６
・
１
４
０
４
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
太
平
洋
戦
争
の
思
い
出
」の

原
稿
募
集
に
つ
い
て

　

今
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
70
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
こ
れ
を
記
念
し
て
い
ろ
い
ろ
な
特
集

を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

西
南
四
国
歴
史
文
化
研
究
会
松
野
支
部
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
戦
争
の
思
い
出
を
左
記
要
領
で
募
集
し
出
版
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
容
量
】
Ａ
４
用
紙
１
枚
〜
２
枚
以
内

※ 

ペ
ン
書
き
で
の
応
募
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

【
募
集
期
間
】
９
月
30
日
㈬
ま
で

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

９
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯
は
救
急
医
療
週
間
で
す
。

　

救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
年
間
の
救
急

件
数
の
過
半
数
が
軽
症
者
で
す
。

　

救
急
車
を
次
の
よ
う
な
理
由
で
呼
ぶ
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１　

 

救
急
車
で
病
院
に
行
っ
た
方
が
優
先
的
に
診
て
も
ら
え
る

　

２　

無
料
で
便
利
だ
か
ら

　

３　

交
通
手
段
が
な
い　
　

等

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
人
が
、
急
に
心
臓
発
作
を
起
こ
し
た
り
、

大
事
故
に
遭
っ
た
時
に
右
記
の
理
由
で
救
急
車
が
出
払
っ
て

い
る
場
面
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！！

　

救
急
車
は
ケ
ガ
や
病
気
で
緊
急
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ

す
観
点
か
ら
、「
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、

　

１　

専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者

　

２　

 
定
年
に
達
し
た
後
、
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
る
有
期

雇
用
労
働
者

　

に
つ
い
て
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
雇
用
管
理
に
関
す
る
特

別
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
場
合
に
、
無
期
転
換
申
込
権
発
生

ま
で
の
期
間
に
関
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
た
場
合
、
一
定
の
期
間
、
無
期

転
換
申
込
権
が
発
生
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
で
す
が
、
こ

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
雇
用
管
理
に
関
す
る

措
置
に
つ
い
て
の
計
画
を
作
成
し
、
本
社
・
本
店
を
管
轄
す

る
都
道
府
県
労
働
局
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
労
働
局
監
督
課
（
☎
０
８
９
・

９
３
５
・
５
２
０
３
）
に
相
談
い
た
だ
く
か
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
衛
大
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
楽
し
も
う
」
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ

１　

防
衛
大
学
校
学
生　

一
般
（
前
期
）

【
応
募
資
格
】
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

 

11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
（
宇
和
島
市
役
所
）

２　

防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
・
看
護
学
科
）
学
生

【
応
募
資
格
】
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

看
護
学
科　

10
月
17
日
㈯
（
松
山
大
学
）

医
学
科　
　

10
月
31
日
㈯
及
び
11
月
１
日
㈰
（
松
山
大
学
）

【
受
付
締
切
】
と
も
に
９
月
30
日
㈬

　

な
お
、
防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験
に
は
、
推
薦
及
び
総

合
選
抜
コ
ー
ス
（
受
付
締
切
９
月
９
日
㈬
）
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
宇
和
島
駅
西
隣
り
）

☎
０
８
９
５
・
23
・
５
４
３
１

【
日　
　

時
】
10
月
18
日
㈰
14
時
〜
15
時

【
場　
　

所
】
ひ
ま
わ
り
（
鬼
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
対 

象 

者
】
１
歳
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

【
募
集
人
数
】
10
組
程
度

【
講　
　

師
】
高
須
賀
千
秋
先
生

【
締　
　

切
】
９
月
20
日
㈰

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

近
永
乳
児
院　
☎
45
・
０
０
５
４

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
は
、
リ
ズ
ム
表
現
に
よ
る
音
楽
教
育
の
方

法
で
あ
り
、
身
体
で
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
こ
と
で
精
神
と
肉
体

と
の
一
致
調
和
、
自
発
性
と
反
射
性
、
精
神
の
集
中
力
と

記
憶
力
、
創
造
力
な
ど
を
養
成
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
出
版
予
定
】
12
月
末
日

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
８
・
２
１
０
３　

北
宇
和
郡
松
野
町
大
字
豊
岡
５
３
６
番
地

山
田　

寛
二　
　

☎
０
９
０
・
２
７
８
５
・
７
５
３
４

ば
な
ら
な
い
傷
病
者
の
た
め
の
も
の
で
す
。
適
切
な
利
用
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
！



12

Informationお し ら せ

住
民
票
に
「
方
書
（
か
た
が
き
）」
を

表
示
し
ま
す

愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制

課
程　
生
徒
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
９
月
１
日
㈫
か
ら
、
松
野
町
に
住
民
票
の
あ
る

人
は
住
民
票
に
方
書
を
記
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
方
書
（
か
た
が
き
）」
と
は
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン

等
の
集
合
住
宅
の
建
物
名
や
部
屋
番
号
の
こ
と
で
す
。
集
合

住
宅
の
場
合
は
、
同
じ
番
地
に
複
数
の
世
帯
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、
郵
便
物
が
正
確
に
届
か
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
で
す
。

【
対
象
者
】

① 

平
成
27
年
９
月
１
日
以
降
に
転
入
、
ま
た
は
転
居
さ
れ
る

人
② 

現
在
、
松
野
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
で
方
書
の

記
載
を
希
望
さ
れ
る
人

③ 

町
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人
（
世
帯
主
宛
て
に
通
知
済
み
で

す
）

【
方
書
記
載
の
届
出
方
法
】

　

住
民
異
動
の
届
出
と
同
様
の
手
続
き
方
法
と
な
り
ま
す
。

（
現
在
申
出
に
よ
り
方
書
を
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
③
に
該
当

す
る
人
に
つ
い
て
は
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

【
届
出
が
で
き
る
人
】

　

世
帯
主
ま
た
は
同
一
世
帯
の
人
（
同
一
世
帯
で
な
い
人
が

代
理
で
す
る
と
き
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。）

【
届
出
に
必
要
な
書
類
】

１ 　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
住
基
カ
ー
ド
、
健
康

保
険
証
等
）

２ 　

方
書
の
確
認
で
き
る
書
類
（
ア
パ
ー
ト
等
の
契
約
書
な

ど
）

３ 　

代
理
人
の
場
合
は
右
記
の
１
、
２
と
代
理
人
の
印
鑑
、
委

任
状

【
手
続
場
所
】
松
野
町
役
場　

町
民
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
民
課　

☎
42
・
１
１
１
３

「
不
審
な
電
話
や
訪
問
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！！

　

社
会
保
険
庁
等
の
職
員
と
称
し
た
、
現
金
の
詐
取
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
１

人
で
対
応
せ
ず
、
相
手
方
の
名
前
や
所
属
、
用
件
を
聞
い
て

メ
モ
を
控
え
、
家
族
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
や
当
機
構
が
業
務
委
託
を
行
う
民
間
事
業

者
は
、

◎ 

お
客
様
の
銀
行
口
座
番
号
や
振
込
先
な
ど
は
電
話
で
聞
き

ま
せ
ん
。

◎
銀
行
振
込
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
は
指
示
し
ま
せ
ん
。

◎ 

届
出
や
申
請
書
の
手
数
料
と
称
し
て
現
金
は
預
か
り
ま
せ
ん
。

◎
各
種
手
続
き
は
代
行
し
ま
せ
ん
。

「
怪
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
…

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
や
警
察
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
！

お
知
ら
せ

　

日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を
、
民

間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

・ 

民
間
事
業
者
は
、
お
客
様
に
電
話
や
訪
問
を
す
る
際
は
、

会
社
名
と
氏
名
を
名
乗
り
ま
す
。

　

・ 

訪
問
員
は
、
当
機
構
が
発
行
し
た
身
分
証
明
書
を
、
お

客
様
に
提
示
し
ま
す
。

　

・ 

訪
問
員
が
国
民
年
金
保
険
料
を
預
か
る
の
は
、
お
客
様

が
「
納
付
書
」
を
お
持
ち
の
場
合
だ
け
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
民
課
☎
42
・
１
１
１
３

　

本
校
は
、
県
内
で
唯
一
の
公
立
に
よ
る
通
信
制
課
程
の
高

等
学
校
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
後
期
入
学
（
10
月
入
学
）
の
募
集
が
始
ま

り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
に
つ
い
て
、
レ
ポ
ー
ト
学
習
（
自
宅
で

の
自
学
自
習
）、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
学
校
で
の
授
業
）
や
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
で
単
位
が
修
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
３
年

以
上
の
授
業
、
74
単
位
以
上
の
単
位
修
得
な
ど
の
必
要
条
件

を
満
た
せ
ば
、
全
日
制
や
定
時
制
の
高
校
と
同
じ
高
等
学
校

卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
卒
業
後
は
、
大
学
や
専
門
学

校
な
ど
へ
の
進
学
の
道
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
10
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
生

徒
６
０
０
人
余
り
が
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
色
は
、
誰
で
も
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
働
き
な
が

ら
で
も
、
家
事
を
し
な
が
ら
で
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
り
ま
す
。

　

入
学
を
希
望
さ
れ
る
人
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
ま
ず
、
本

校
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
説
明
し
ま
す
）
そ
の
後
、

書
類
や
面
接
に
よ
り
入
学
を
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
松
山
東
高
へ
来
校
の
際
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
入
学
資
格
】　

高
校
卒
業
資
格
を
取
ろ
う
と
思
う
人

【
出
願
期
間
】　

９
月
１
日
㈫
〜
11
日
㈮
（
必
着
）

【
そ
の
他
】　

本
人
以
外
に
は
、
募
集
要
項
（
入
学
願
書
）
を

お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
０
・
８
５
２
１　

松
山
市
持
田
町
２
丁
目
２｜

12

県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
・
９
４
５
・
０
１
３
１
（
８
時
30
分
〜
16
時
30
分
）
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区　分

実施
機関名

請求
件数

実施機関による
決定等の内容 異議

申立
件数

個人情報保護
審査会  決 　定

全部
開示

一部
開示 非開示 不存在 諮問

件数
答申
件数 審議中 開示 非開示

※
町 長 部 局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

議 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区　分

実施
機関名

請求
件数

実施機関による
決定等の内容 異議

申立
件数

個人情報保護
審査会  決 　定

全部
開示

一部
開示 非開示 不存在 諮問

件数
答申
件数 審議中 開示 非開示

※
町 長 部 局 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

議 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※一部開示を含む ※一部開示を含む

　松野町情報公開条例第24条の規定により、平成26年度
の情報公開制度の実施状況を公表します。

開示請求等に対する決定等の状況
（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）

　松野町個人情報保護条例第44条の規定により、平成26
年度の個人情報保護制度の運用状況を公表します。

個人情報の開示請求件数及び決定等の状況
（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）

情報公開制度の実施状況 個人情報保護制度の運用状況

鳥獣害対策用の電気さくについて
　静岡県西伊豆町で、鳥獣被害防止のため設置された電気さくにより感電死傷事故が発生しました。電気さくの施
設に当たっては、電気事業法（昭和39年法律第170号）に基づく電気設備に関する技術基準を定める省令（平成９年
通商産業省令第52号）で感電防止のための適切な措置を講じることが必要です。
　感電防止に向けて下図を参考とした適切な対応をお願いします。
　なお、不明な点等ありましたら、森の国創生課（☎42-1114）までお問い合わせください。
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国勢調査については、「国勢調査2015キャンペーンサイト」をご覧ください。
http://kokusei2015.stat.go.jp/　　　　　　　　　　　

総務省・愛媛県・松野町

●　国勢調査は、平成27年10月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
●　 平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデータを得るために
実施するものです。調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生
活環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●　 今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け付け、インターネットで回答されなかった世帯には紙の
調査票を配布して調査を行います。

　　紙の調査票は、調査員に直接提出いただくか、郵送でも提出いただけます。
●　 ９月10日から、調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますので、インターネットでの回答をお
願いします。

●　 国勢調査員をよそおった不審な訪問者や、不審な電話・電子メールなどにご注意ください。不審に思った際には、
回答しないで、速やかに松野町役場またはコールセンターなどにお知らせください。

【問い合わせ先】
○松野町役場　森の国創生課統計係　☎42-1116
○国勢調査コールセンター
　・設置期間：８月24日～10月30日
　・受付時間：８時～21時（土・日曜日、祝日も利用できます）
　　電話0570-07-2015　IP電話03-4330-2015

国勢調査2015 検  索

「全国一斉！法務局休日相談所」の開設について
　全国の法務局では、土地・建物・会社等に関する登記、戸籍、供託や人権問題に関するあらゆる相談や土地の境界
に関する相談、遺言または公正証書に関する相談を受け付けていますので、最寄りの会場へお気軽にお越しください。
【日　　時】　10月４日㈰　10時～15時
【相談担当者】　法務局職員、公証人、司法書士、土地家屋調査士、人権擁護委員
【その他】 　相談は、事前予約なしでも可能ですが、当日は混み合うことが予想されますので、事前予約をお勧め

します。予約を希望する人は、９月14日㈪９時から受け付けています。
　　　　　　なお、予約の電話番号は、次のとおりです。

地　区　名 開　催　場　所 問い合わせ先又は予約先 電話番号

中予地区会場 エミフルMASAKI
（１階エミフルホール） 松山地方法務局総務課 089-932-0888

東予地区会場
イオンモール新居浜 松山地方法務局西条支局総務係 0897-56-0188

松山地方法務局　今治支局 松山地方法務局今治支局総務課 0898-22-0855

南予地区会場 松山地方法務局　宇和島支局 松山地方法務局宇和島支局総務係 0895-22-0770

スマート国勢調査！平成27年国勢調査を実施します
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松野町財政状況の公表
　松野町財政状況の公表に関する条例の規定により、平
成26年度の財政状況を下記のとおり公表します。

平成27年８月　松野町長　阪本　壽明

一般会計の収支状況

国庫支出金
7.9％

（245,182,036）

町税
8.9％

（274,785,356）

繰越金
3.1％（96,914,848）

地方交付税
53.5％

（1,654,067,000）

町債
12.4％

（382,950,000）

収入額
3,093,410,608

円

県支出金
7.3％（227,092,592）

地方譲与税 1.2％（36,661,000）
分担金及び負担金0.9％（27,869,166）

その他0.5％（15,015,002）
地方消費税交付金1.3％（38,544,000）

使用料及び手数料 1.2％（37,399,540）

諸収入 1.8％（56,930,068）

支出額
2,923,374,398

円
教育費
8.9％

（261,292,711）

民生費
25.6％

（747,940,010）

公債費
13.8％

（404,767,770）

農林水産業費
8.5％（248,800,318）

衛生費 5.1％（148,065,961）

商工費 6.6％（191,560,980）

労働費 0.2％（5,813,000）

災害復旧費
0.0％（606,240）

消防費 0.7％（19,236,597）議会費 1.2％（35,991,508）

総務費
20.4％

（596,715,077）
土木費
9.0％

（262,584,226）

合　計
2,923,374

千円

繰出金
11.4％

（334,050）

物件費
14.7％

（430,022）

普通建設事業費
19.3％

（564,028）

補助費等
11.6％

（339,954）

扶助費 8.6％（250,749）

積立金 1.3％（37,196）

貸付金 0.1％（4,200）

災害復旧事業費
0.0％（949）

維持補修費 0.1％（3,368）

人件費
19.0％

（553,969）

公債費
13.9％

（404,889）

収 入（一般会計）

支 出（一般会計）

性質別支出内訳（一般会計）

税金による収入額

特別会計の収支状況

収 入 済 額 3,093,410,608円
支 出 済 額 2,923,374,398円
差 引 残 額 170,036,210円
翌年度へ繰越すべき財源 22,317,000円
実 質 収 支 147,719,210円
積 立 金 37,195,696円
財政調整基金残高 781,616,561円

積立金決算額の内訳
財 政 調 整 基 金 840,150円
ふるさと応援基金 1,117,494円
人 材 育 成 基 金 31,163円
災 害 対 策 基 金 63,075円
観光産業振興基金 55,826円
庁 舎 建 設 基 金 35,087,988円

〔 〕
科　　　目 収入済額（円）

町 民 税 103,823,298円
固 定 資 産 税 138,233,447円
軽 自 動 車 税 11,726,282円
市町村たばこ税 21,002,329円

計 274,785,356円

国民健康保険
歳　入 662,755,479円
歳　出 643,920,777円
差引額 18,834,702円
財政調整基金残高

42,842,823円

住宅新築資金等貸付

歳　入 5,804,731円
歳　出 36,454,296円
差引額

△30,649,565円

中央診療所

歳　入 268,363,764円
歳　出 255,955,584円
差引額 12,408,180円

介護保険

歳　入 697,272,793円
歳　出 684,280,855円
差引額 12,991,938円
介護給付費準備基金

28,205,949円

簡易水道

歳　入 104,306,716円
歳　出 81,976,391円
差引額 22,330,325円
財政調整基金残高

21,191,624円

後期高齢者医療保険事業

歳　入 61,373,249円
歳　出 60,168,288円
差引額 1,204,961円

〔１世帯当たり町税負担額〕

〔１人当たり町税負担額〕

平成27年３月末現在の世帯数： 2,030戸

平成27年３月末現在の人口： 4,211人

町 民 税 51,144円
固 定 資 産 税 68,095円
軽 自 動 車 税 5,776円

計 125,015円

町 民 税 24,655円
固 定 資 産 税 32,827円
軽 自 動 車 税 2,785円

計 60,267円

〔一般会計〕
１世帯当たりの支出額

1,440,086円

〔一般会計〕
１人当たりの支出額

694,223円
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９月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 火 小・中学校始業式 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

２ 水 乳がんマンモ検診／松野町保健センター　９：30 ～ 15：30（受付） 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

３ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

４ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

５ 土

６ 日 松野中学校体育祭 当善家外科脳神経外科☎22-1484
当笹岡内科☎24-3886

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当富山医院☎45-0360

７ 月 可葛川以外町内全域

８ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

９ 水 健康診査／奥野川住民センター　７：30 ～ 11：00（受付） 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

10 木 健康診査／蕨生集会所　７：30 ～ 11：00（受付） 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

11 金 町制60周年記念「松野町敬老式」／コミュニティセンター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

12 土

13 日 当加藤整形外科☎22-7111
当わたなべハートクリニック☎25-1717

当こおり小児科☎24-5633
当篠原医院☎45-3370

14 月 可葛川以外町内全域

15 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

16 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

17 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

18 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

19 土

20 日 町内各小学校運動会 当二宮整形外科☎25-8600
当沖循環器科内科☎25-3335

当上田小児科・外科☎25-0100
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101

21 月 敬老の日 当小川クリニック☎23-3599
当くきた内科クリニック☎26-2260

当こばやし小児科☎23-1150
当市立津島病院☎32-2011 可葛川以外町内全域

22 火 国民の休日 当上甲外科クリニック☎25-5811
当木村内科医院☎24-0030

当山下小児科☎23-0055
当町立北宇和病院☎45-1221 不豊岡・延野々・富岡・目黒

23 水 秋分の日 当植木整形外科☎22-0022
当松浦内科医院☎23-1122

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当市立吉田病院☎52-0611

可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

24 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

25 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

26 土

27 日 当福島胃腸科外科☎24-5588
当清家消化器内科クリニック☎22-2266

当こおり小児科☎24-5633
当大野内科医院☎45-0141

28 月 可葛川以外町内全域

29 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

30 水 市郡新人総体（～10月１日） 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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